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一
方
で
技
能
や
経
験
に
見
合
う
適
正
な
賃
金
体

系
や
就
業
時
間
、
休
日
制
度
の
労
働
条
件
の
見
直

し
は
企
業
経
営
や
受
発
注
構
造
に
密
接
に
関
わ
る

課
題
で
あ
り
「
建
設
業
法
」
や
「
労
働
基
準
法
」

の
枠
組
み
の
中
で
産
業
全
体
の
構
造
的
転
換
を
求

め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
対
応
は
各
企
業
の
努
力

の
み
な
ら
ず
、
業
界
全
体
で
の
連
携
が
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

若
い
世
代
が
将
来
を
託
せ
る
業
種
と
す
る
た
め

に
は
、
ソ
フ
ト
面
の
「
労
働
条
件
改
革
＝
業
界
の

持
続
性
」
と
い
う
「
見
え
に
く
い
構
造
改
革
」
に

ま
で
踏
み
込
む
覚
悟
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

現
場
の
環
境
整
備
が
進
展
し
、「
女
性
技
能
者

懇
談
会
」
の
意
見
交
換
も
ソ
フ
ト
面
の
改
革
を
求

め
る
意
見
が
増
え
て
い
る
今
こ
そ
、
魅
力
あ
る
業

界
の
実
現
に
向
け
、
ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ
ト
面
の
両

輪
を
力
強
く
回
す
取
り
組
み
の
た
め
の
情
報
発

信
、
活
動
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第５回 全 国 女 性 技 能 者 懇 談 会第５回 全 国 女 性 技 能 者 懇 談 会

●
新
規
入
場
が
事
前
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
出
勤
時
間
が
異
な
る
作
業
者

同
士
も
入
場
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

●
集
合
型
の
朝
礼
か
ら
リ
モ
ー
ト
型
に
な
り
、
現

場
の
共
有
事
項
の
伝
達
方
法
が
変
化
し
、
朝
礼

自
体
の
在
り
方
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る

今
後
、
女
性
に
と
っ
て
働
き
す
い
職
場
に
す
る
た

め
の
現
状
の
問
題
点
や
要
望
は
？

●
休
み
が
増
え
る
の
は
い
い
が
、
日
給
月
給
だ
と

休
む
と
給
料
が
減
る
の
で
、
休
め
な
い

●
産
休
、
育
休
を
取
得
す
る
人
が
少
な
く
、
子
育
て

中
の
就
業
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
圧
倒
的
に
少
な
い

●
属
人
化
し
た
業
務
内
容
に
よ
り
、
代
替
要
員
の
確

保
が
難
し
く
、
産
休
育
休
の
引
継
ぎ
が
難
し
い

●
会
社
の
規
模
に
よ
り
、
代
替
要
員
の
不
在
で
有

給
取
得
し
づ
ら
い

●
病
気
や
妊
娠
時
に
配
置
転
換
の
部
署
と
し
て
加
工

場
や
事
務
所
が
な
い
場
合
、
働
く
場
所
が
な
い

●
保
育
所
の
預
か
る
時
間
が
家
を
出
る
時
間
と
合

わ
な
い

●
現
場
の
働
き
や
す
さ
は
改
善
さ
れ
た
が
、
産
後

現
場
復
帰
が
難
し
く
離
職
に
繋
が
り
や
す
い

●
土
日
や
早
朝
も
子
供
を
預
け
ら
れ
る
場
所
が
あ
っ

て
、
給
与
が
上
が
れ
ば
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い

●
若
年
技
能
者
は
、
土
日
の
週
休
2
日
制
を
希
望

す
る
が
、
子
育
て
世
代
は
、
週
休
2
日
制
よ
り
、

通
院
や
子
供
の
行
事
を
踏
ま
え
て
年
間
休
日
を

確
保
し
、
柔
軟
な
休
日
取
得
で
働
き
た
い

●
同
じ
資
格
や
経
験
年
数
が
あ
っ
て
女
性
が
で
き

る
仕
事
で
も
、
き
つ
い
と
思
わ
れ
る
仕
事
が
男

性
に
割
り
振
ら
れ
る
の
は
申
し
訳
な
い
気
持
ち

に
な
る

●
男
性
管
理
者
の
「
女
の
子
だ
か
ら
大
事
に
し
て

あ
げ
な
い
と
」
が
逆
に
若
い
男
性
の
や
り
に
く

さ
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

●
男
性
で
も
社
会
経
験
が
少
な
い
男
性
は
き
つ
す

ぎ
る
業
界
の
ま
ま
で
は
辞
め
て
し
ま
う

　
「
男
だ
か
ら
こ
れ
く
ら
い
で
き
る
だ
ろ
う
」
な

ど
の
逆
差
別
は
若
年
男
性
技
能
者
の
離
職
に
つ

な
が
る

●
性
差
は
あ
る
が
、
女
性
が
頑
張
る
姿
勢
を
見
せ

て
、
互
い
に
フ
ォ
ロ
ー
し
合
わ
な
い
と
、
仲
間

と
し
て
信
頼
構
築
は
難
し
い
と
思
う

◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦

　

今
回
の
女
性
技
能
者
の
意
見
交
換
は
、
二
つ
の

観
点
を
基
軸
と
し
て
鉄
筋
工
事
業
の
持
続
的
発
展

に
向
け
た
女
性
活
躍
と
若
手
人
材
確
保
の
喫
緊
の

課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
場
に
お
け
る
女
性
専
用
の
設
備
充
実
は
国
交

省
が
進
め
る
「
働

き
方
改
革
」「
労

働
安
全
衛
生
法
」

の
趣
旨
に
沿
っ

た
、
誰
も
が
安
心

し
て
働
け
る
「
働

く
土
台
」で
あ
り
、

こ
う
し
た
ハ
ー
ド

面
の
環
境
整
備
は

女
性
の
入
職
や
定

着
を
後
押
し
し
、

職
場
文
化
の
変
革

に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　

令
和
8
年
2
月
6
日
に
「
第
5
回
全
国
女
性
技

能
者
懇
談
会
」
が
東
京
都
千
代
田
区
の
エ
ッ
サ
ム

神
田
ホ
ー
ル
2
号
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
鉄

筋
岩
田
会
長
、
全
鉄
筋
女
性
活
躍
推
進
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
の
ほ
か
、
芝
浦
工
大
建
築

学
科
蟹
澤
ゼ
ミ
生
、
前
回
の
全
国
10
団
体
所
属
よ

り
1
団
体
増
え
、
新
た
に
4
名
の
初
参
加
メ
ン

バ
ー
を
含
め
た
17
名
の
女
性
技
能
者
が
参
加
し
、

現
在
の
働
く
環
境
の
状
況
や
問
題
点
・
要
望
等
の

意
見
を
聞
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

前
回
の
会
議
の
時
か
ら
、
こ
の
１
～
２
年
で
現
場

で
の
働
く
環
境
で
変
わ
っ
た
こ
と
は
？

●
現
場
で
は
女
性
の
施
工
管
理
者
が
多
く
な
り
、

話
し
や
す
く
、
働
き
や
す
く
な
っ
た

●
女
性
が
増
え
る
こ
と
で
、
現
場
の
ト
イ
レ
や
休

憩
所
が
き
れ
い
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る

●
元
請
の
理
解
が
あ
り
、
子
供
を
小
学
校
に
見
送
り

後
9
時
〜
17
時
で
就
業
し
て
い
る
、
遠
方
の
現
場

は
早
め
に
退
社
さ
せ
て
も
ら
え
る

第5回 全国女性技能者懇談会
令和８年２月６日（金）

於　エッサム神田ホール2号館「2-601」会議室
１．挨拶　全鉄筋会長　岩田　正吾
２．芝浦工業大学大学院／芝浦工業大学建築学部
　　金子 美菜様　大村 和様　齋藤 杏佳様
３．全国女性技能者懇談会
　　「つながろう女性鉄筋工の和」
　・参加者の日常業務について
　　（立場と仕事内容など）
　・女性特有の苦労や問題点について
　・問題点に対する解決策は
４．懇談会総評
　　女性活躍推進WG GL 宮本 ゆり子
５．全国女性技能者懇親会
　　［夕食を楽しみながらの懇親会］

建設通信新聞　2026年２月17日

女性活躍推進WG女性活躍推進WG
山口県鉄筋工業協同組合

WＧＬ

宮本　ゆり子
北海道鉄筋業協同組合

WG委員

木浪　裕子 様

北海道鉄筋業協同組合
WG委員

皆川　則子 様
東京都鉄筋業協同組合

WG委員

斎藤　淑江 様

神奈川県鉄筋業協同組合
WG委員

駒井　真里 様

特別参加特別参加
芝浦工業大学理工学研究科
建築学専攻　蟹澤研究室

修士1年

金子　美菜 様
芝浦工業大学建築学部
建築学科　蟹澤研究室

学部3年

大村　　和 様

芝浦工業大学建築学部
建築学科　蟹澤研究室

学部3年

齋藤　杏佳 様

女性技能者女性技能者
福島県鉄筋業協同組合

矢野目　和奏 様

茨城県鉄筋業協同組合

湯澤　奈々実 様
東京都鉄筋業協同組合

斎藤　絵理 様

東京都鉄筋業協同組合

須永　亜希 様
東京都鉄筋業協同組合

中山　潤子 様

協同組合東京鉄筋工業協会

中木　由美子 様
協同組合東京鉄筋工業協会

森　　美咲 様

静岡県鉄筋業協同組合

國井　七虹 様
関西鉄筋工業協同組合

中村　奈々 様

岡山県鉄筋協同組合

藤田　美幸 様
岡山県鉄筋協同組合

岸田　彩花 様

岡山県鉄筋協同組合

片山　　楓 様
山口県鉄筋工業協同組合

増金　由紀子 様

山口県鉄筋工業協同組合

角屋　里海 様
愛媛県鉄筋業協同組合

上松　真夢 様

福岡県鉄筋事業協同組合

馬場　黎蘭 様
一般社団法人関鉄協力会

新里　由美 様

出　席　者出　席　者

つながろう
女性鉄筋工の
和（輪）



　　　　　  （公社）全国鉄筋工事業協会 （2）2026年（令和８）３月19日

2026年度 登録鉄筋基幹技能者講習 開催地
■認定講習

開催地 開催日 定員 開催会場
157 福岡 2026/５/22～2026/５/24 50 久留米リサーチパーク
158 東京 2026/６/19～2026/６/21 56 産業貿易センター浜松町館
159 東京 2026/８/21～2026/８/23 80 台東区民会館
160 愛知 2026/10/10～2026/10/12 66 中産連ビル
161 大阪 2026/11/21～2026/11/23 66 エルおおさか

http://www.zentekkin.or.jp/
又はQRコードでアクセス

■更新講習
開催地 開催日 定員 開催会場

191 鹿児島 2026/4/10 42 霧島商工会議所
192 熊本 2026/4/11 100 熊本市流通情報会館
193 広島 2026/4/19 54 東区民文化センター
194 東京 2026/4/25 75 全水道会館
195 沖縄 2026/4/25 32 沖縄県青年会館
196 大阪 2026/4/26 50 エルおおさか
197 香川 2026/4/26 80 サンメッセ香川
198 東京 2026/5/31 80 産業貿易センター浜松町館
199 愛知 2026/6/7 105 ウインクあいち
200 宮城 2026/6/28 80 エスポールみやぎ
201 石川 2026/7/11 40 地場産業振興センター
202 東京 2026/8/30 80 台東区民会館
203 東京 2026/9/5 80 台東区民会館
204 東京 2026/9/12 80 台東区民会館
205 大阪 2026/９/13 160 OMMビル
206 神奈川 2026/10/3 70 神奈川県建設会館
207 栃木 2026/10/10 54 コンセーレ
208 茨城 2026/10/17 40 ㈱大平組　田野工場　大会議場
209 新潟 2026/11/1 50 新潟テルサ
210 静岡 2026/12/13 100 富士教育訓練センター

全鉄筋の主な年間行事

■令和８年度第１回理事会（前年度報告承認）
2026年５月27日（水）14：00～　会場：エッサム神田2号館スカイホール

■社員総会（前年度報告承認、次年度計画承認）
2026年６月12日（金）14：00～　会場：ホテルインターコンチネンタル東京ベイ

■事務局会議（事業計画周知、事務局連携）［開催団体：宮城県鉄筋工事業協同組合］
2026年７月10日（金）14：00～　会場：ホテルモントレ仙台

■第６回全国鉄筋技能大会（TETSU-1 GRAND PRIX）
2026年10月３日（土）９：00～　会場：富士教育訓練センター

■青年部全国連絡会議
2026年10月23日（金）14：00～　会場：ロイヤルホールヨコハマ

■令和８年度第２回理事会（職務執行状況報告）
2026年11月18日（水）13：00～　会場：ホテル日航金沢

■秋季定例会（事業推進状況報告）［共催団体：石川県鉄筋業協同組合］
2026年11月18日（水）14:00～　会場：ホテル日航金沢

■令和８年度第３回理事会（次年度計画承認、職務執行状況報告）
2027年３月17日（水）15：00～　会場：リーガロイヤルホテル大阪

「改正建設業法」
昨年12月12日から改正建設業法の全面施行により、労務費に関する基準（標準
労務費）をベースにした見積もり・契約規制が施行されました。
◆◆◆是非、季刊誌POWER改正建設業法 特別号 を読み返してください◆◆◆

ついては、全鉄筋ポータルサイトから標準
見積書の改訂版をお届けします。
【標準見積書（国土交通省提出版）】は、建
専連共通仕様の鉄筋工事編で、国土交通省
へ提出したものです。
【標準見積書（既刊改訂版）】は、これまで
の鉄筋工事標準見積書を改正建設業法に準
拠した内容に改訂したものです。
どちらを使用されても構いません、自社の
フォーマットに修正を加えてご利用いただけ
れば幸いです。
　改正建設業法を後ろ盾に『鉄筋がやらな
きゃ誰がやる』の精神で、会員企業が結束し
て取り組みましょう。

◆◆◆　標準見積書講習会　◆◆◆
標準労務費・標準見積書に関する講習会を
開催しております。ご希望の会員団体（地
区合同を含む）は全鉄筋事務局までご一報
ください。

標準労務費WGより

【標準見積書（国土交通省提出版）】

【建専連共通仕様版（鉄筋工事編）】

※①～⑥は建設業法第20条第１項等により、見積書において特に内訳明示することとされている経費

T

TEL - -
FAX - -

称

-

- -

記 事 項特

期

条 件

工 事 場 所

工

〒 -

見積番号

-

-

内　　　　　　　　　　　　　　　　　訳 金　　　額　　　（　　　税　　　抜　　　）

見　　積　　書

御中

日月年

見積金額合計(税抜)

令和

工

消費税額

消費税率 ％

令和見 積 有 効 期

支 払

令和 月 令和 月日

事 名

以上のとおり、お見積り申し上げます

¥0消費税10％対象額

① 材料費

② 労務費

年 年至自

限

見積金額合計(税込)

日 まで年 月

日

⑧

③ 法定福利費（事業主負担分）

④ 建退共掛金等

⑤ 安全衛生経費

⑥ 建設労働者の雇用に伴う必要経費（労務費を除く）

⑦ その他経費

-

-

-

-

-¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

-

-

　
令
和
7
年
度
　
安
全
優
良
職
長

　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
顕
彰
式
典

茨
城
県
鉄
筋
業
協
同
組
合

株
式
会
社
大
平
組

　
　
小
田
　
英
明
　
様



　　　　　  （公社）全国鉄筋工事業協会（3） 2026年（令和８）３月19日

各地区広報活動報告
　当組合は2025年に設立50周年を迎えました。これも
ひとえに、長年にわたりご支援・ご協力を賜りました
関係各位の皆様のお力添えの賜物と心より感謝申し上
げます。
　同年11月に当組合設立50周年記念ゴルフコンペを開
催。ご来賓として全鉄筋より岩田会長のほか、関東近
県の組合役員の方々にもご参加頂きました。当日は天
候にも恵まれ、ご参加の皆さまが交流を深めながら、
終始和やかな雰囲気の中でプレーを楽しみました。
この節目を新たな出発点と捉え、より一層鉄筋業界の
発展に尽力してまいります。

千葉県鉄筋業協同組合•• ••

　

岐
阜
県
鉄
筋
組
合
は
、
昭
和
54
年
3
月
に

定
款
を
制
定
し
、
岐
阜
県
で
鉄
筋
工
事
業
に

携
わ
る
事
業
者
が
結
集
し
て
発
足
し
た
団
体

で
す
。
現
在
は
正
会
員
18
社
、
賛
助
会
員
10

社
が
加
盟
し
、
地
域
の
建
設
産
業
を
支
え
る

専
門
組
織
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
創
立

以
来
40
年
以
上
に
わ
た
り
、
技
術
の
向
上
、

労
働
環
境
の
整
備
、
業
界
の
健
全
な
発
展
に

力
を
注
ぎ
、
地
域
の
暮
ら
し
と
産
業
を
支
え

て
き
ま
し
た
。

　

岐
阜
県
は
日
本
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

愛
知
県
・
三
重
県
・
滋
賀
県
・
福
井
県
・
石

川
県
・
富
山
県
・
長
野
県
の
7
県
と
隣
接
す

る
数
少
な
い
海
が
な
い
内
陸
県
で
す
。
県
内

は
大
き
く
飛
騨
地
方
と
美
濃
地
方
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
自
然
環
境
と
文
化

を
持
っ
て
い
ま
す
。
北
部
の
飛
騨
地
方
は
北

ア
ル
プ
ス
を
望
む
山
岳
地
帯
で
、
豪
雪
地
帯

や
急
傾
斜
地
な
ど
、
厳
し
い
気
候
や
特
殊
な

建
築
技
術
が
求
め
ら
れ
る
地
域
で
す
。
古
い

町
並
み
が
残
る
飛
騨
高
山
や
世
界
遺
産
・
白

川
郷
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
伝
統
と
職
人

技
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
一
方
、
南
部
の
美

濃
地
方
は
岐
阜
市
を
中
心
と
し
た
都
市
部
か

ら
、
長
良
川
・
木
曽
川
流
域
な
ど
濃
尾
平
野

が
広
が
り
、
産
業
・
物
流
の
中
心
地
と
し
て

発
展
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
地
形
と

自
然
環
境
が
非
常
に
多
彩
で
あ
る
た
め
、
地

理
的
特
性
に
よ
っ
て
、
鉄
筋
工
事
に
お
い
て

も
地
域
ご
と
に
異
な
る
施
工
技
術
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
気
候
的
に
も
変
化
が

大
き
く
、
北
部
と
南
部
で
は
気
温
差
が
10
℃

を
超
え
る
時
も
あ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
歩
留

ま
り
が
異
な
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
基
盤
も
岐
阜
県
の
発
展
を
支
え
る
重

要
な
要
素
で
す
。
東
海
北
陸
自
動
車
道
や
東

海
環
状
自
動
車
道
が
飛
騨
・
美
濃
、
さ
ら
に

は
東
海
・
北
陸
・
中
部
圏
を
結
び
、
広
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
名
神
高
速

道
路
は
県
南
部
を
東
西
に
貫
き
、
関
西
・
中

京
圏
を
結
ぶ
大
動
脈
と
し
て
物
流
・
産
業
活

動
を
支
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
海
道
新
幹

線
の
岐
阜
羽
島
駅
は
県
南
部
の
重
要
な
玄
関

口
と
し
て
機
能
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
の
利

便
性
向
上
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
近

岐
阜
県
鉄
筋
組
合

岐
阜
県
鉄
筋
組
合

組組
合合
紹紹
介介

い
将
来
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
中
津
川
駅

（
仮
称
）
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
岐

阜
県
東
部
の
新
た
な
発
展
拠
点
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
全
体
で
は
「
国
土
強
靭
化
構
想
」
が
進

め
ら
れ
、
災
害
に
強
い
社
会
基
盤
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
震
や
豪
雨
災
害
が

増
え
る
中
、
建
築
物
や
イ
ン
フ
ラ
の
耐
久
性

を
高
め
る
鉄
筋
工
事
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
近
年
、
鉄
筋
業
界
は
全
国
的
に
技

能
者
不
足
や
職
人
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
、
岐
阜
県
内
で
も
同
様
の
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。熟
練
技
能
者
の
引
退
が
増
え
る
中
、

若
手
の
確
保
と
育
成
は
重
要
な
課
題
で
す
。

岐
阜
県
鉄
筋
組
合
で
は
、
技
能
検
定
の
受
験

支
援
、
研
修
会
の
開
催
、
魅
力
あ
る
職
場
づ

く
り
の
推
進
な
ど
を
通
じ
て
、
次
世
代
の
担

い
手
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
企
業
の
価
値
観
と
し
て
、「
地

域
の
建
設
を
支
え
る
誇
り
」
を
胸
に
、
社
員

一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
働
き
、
成
長
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
も
力
を
注
ぎ
、
安
全
で
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
、
技
術
向
上
の
機
会

提
供
、
家
族
が
安
心
で
き
る
安
定
し
た
雇
用

の
確
保
な
ど
、
社
員
の
幸
福
を
大
切
に
す
る

姿
勢
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

当
組
合
は
岐
阜
県
職
業
能
力
開
発
協
会
、

岐
阜
県
技
能
士
連
合
会
、
建
設
業
労
働
災
害

防
止
協
会
岐
阜
県
支
部
、
岐
阜
県
建
設
産
業

団
体
連
合
会
に
加
入
し
、
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
中
で
業
界
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
ま

す
。
岐
阜
県
鉄
筋
組
合
は
こ
れ
か
ら
も
、
地

域
と
と
も
に
歩
み
続
け
る
組
織
と
し
て
、
高

い
技
術
力
と
誠
実
な
施
工
を
通
じ
て
社
会
に

貢
献
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
今
年
度
、
私
、
金
神
が
新
理
事
長

に
就
任
し
、「
鐵
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢

献
す
る
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
組
合
の
さ
ら

な
る
発
展
と
地
域
へ
の
貢
献
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。
会
員
企
業
が
誇
り
を
持
っ
て
仕
事

に
取
り
組
み
、
社
員
が
幸
福
を
感
じ
な
が
ら

働
け
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
こ
そ
、
地
域
の

未
来
を
支
え
る
力
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
全
国
の
鉄
筋
業
組
合
の
皆

様
に
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
た
く
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

岐
阜
県
鉄
筋
組
合　

理
事
長　

金
神
徹
尚

　愛媛県鉄筋業協同組合は創立50
周年を迎え、令和７年11月21日、

ANAクラウンプラザホテル松山において創立50周年記念祝賀会を開催
しました。県内外より多くの関係者の皆様にご臨席を賜り、半世紀にわ
たる組合活動の歩みを振り返るとともに、次代への決意を新たにする意
義深い式典となりました。
　式典では主催者を代表し、理事長 山本信二が挨拶に立ち、組合創立
以来、鉄筋工事業の発展と地域建設産業を支えてこられた諸先輩方への
感謝を述べるとともに、「我々は持続可能な建設業、職人の処遇改善を
掲げ、活動を進めている。『未来予想図の描ける業界』には、入って欲
しい業界から入りたい業界へ、若者が魅力を感じ、保護者が安心して送
り出せる業界への強い願いを込めている。技術に誇りを持ち、そして仲
間たちと共に思いをひとつにして新たな50年を築いていく」と決意を表
明しました。
　続いてご来賓より祝辞を賜りました。
　愛媛県知事 中村時広様からは、「社会のインフラにおいて土台を支え

愛媛県鉄筋業協同組合•• •• る皆さんの業界が技術、職
人の技で重要な役割を果た
している。また、近年頻発
している災害に備えるため
にも、業界の存在が極めて
大きな役割を果たしている」とし、「これからも次の60年、70年に向け
て技術を磨いていただきたい」と激励のお言葉をいただきました。
　祝賀会では、組合50年の歩みを振り返る記念映像の上映や参加者同士
の交流が行われ、組合の歴史と未来を共有する機会となりました。出席
者はこれまで築き上げてきた信頼と技術を礎に、次の半世紀に向けて業
界の発展に尽力していくことを改めて確認しました。
　愛媛県鉄筋業協同組合は今後も組合員相互の連携を深め、鉄筋工事業
の社会的役割の向上と次世代人材の育成に取り組み、地域建設業の発展
に貢献してまいります。

中村知事 塩崎議員 山崎議員 岩田会長 山本理事長 祝賀会の様子（鏡開き）

【
主
賓
挨
拶
】

愛媛県知事　中村時広 様
衆議院議員　塩崎彰久 様
衆議院議員　山崎正恭 様
公益社団法人全国鉄筋工事業協会 会長　岩田正吾 様

創立50周年記念祝賀会開催



　　　　　  （公社）全国鉄筋工事業協会 （4）2026年（令和８）３月19日

　

衆
議
院
選
挙
も
自
民
党
の
圧
勝
に
終
わ
り
、
高
市
政

権
も
先
ず
は
安
定
し
た
政
策
運
営
が
な
さ
れ
て
い
く
も

の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
今
回
の
選
挙
戦
で
表
面

化
し
た
こ
と
の
一
つ
と
し
て
外
国
人
の
問
題
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
公
共
の
秩
序
を
守
ら
な
い
観
光
客
、
野

放
図
な
不
法
滞
在
者
等
へ
の
対
応
を
ど
う
す
る
か
、
人

口
動
態
を
含
め
た
長
期
計
画
に
基
づ
い
た
外
国
人
の
受

入
れ
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
表
面
化
さ
れ

ま
し
た
。

　

日
本
の
将
来
に
と
っ
て
そ
の
よ
う
な
問
題
は
重
要
な

事
で
す
。
我
々
鉄
筋
工
事
業
者
に
と
り
ま
し
て
は
、
日

本
人
の
若
手
技
能
者
を
少
し
で
も
増
や
す
方
法
を
推
進

す
る
こ
と
が
第
一
の
目
標
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
が

な
か
な
か
集
ま
ら
な
い
現
状
に
お
い
て
は
、
鉄
筋
工
と

し
て
優
秀
な
技
能
を
所
持
し
、
日
本
の
職
場
環
境
に
馴

染
ん
だ
外
国
人
を
育
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
全

鉄
筋
傘
下
の
全
国
各
地
の
組
合
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
外
国
人
材
の
育
成
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
も
情
報
交
換
の
場
と
し

て
の
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
の
役
割
は
益
々
重
要
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

私
は
若
い
こ
ろ
か
ら
工
事
現
場
の
第
一
線
で
鉄
筋
組

立
て
の
仕
事
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
約
1

年
半
前
よ
り
全
鉄
筋
広
報
委
員
会
の
委
員
の
仲
間
入
り

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
の
編
集
を
手
伝
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
様
な
体
験
は
今
迄
に
は
な

い
初
め
て
の
事
で
あ
り
ま
す
が
、
私
な
り
に
考
え
て
い

る
事
を
申
し
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
の
役
割
は
鉄
筋
工
に
必
要
な
新
し
い
技

術
、
新
し
い
情
報
を
提
供
し
、
全
国
各
地
で
鉄
筋
工
事

に
携
わ
る
多
く
の
仲
間
の
姿
を
活
き
活
き
と
紹
介
す
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
紙
面
を
通
し
て

読
者
の
皆
様
に
楽
し
さ
と
憩
い
の
場
を
提
供
す
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

有
意
義
な
情
報
を
提
供
し
、
少
し
で
も
多
く
の
仲
間

か
ら
「
読
ん
で
良
か
っ
た
。」
と
思
わ
れ
る
紙
面
に
な

る
よ
う
に
編
集
委
員
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
微
力

な
が
ら
頑
張
り
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

�

矢
竹　

直
司

編
集
委
員

委
員
長

　

岑　
　

直
樹（
宮　

城
）

副
委
員
長

　

宮
本
ゆ
り
子（
山　

口
）

　

木
浪　

裕
子（
北
海
道
）

　

矢
竹　

直
司（
東
鉄
協
）

　

大
港　

成
人（
鉄
工
協
）

　

工
藤　

桂
一（
神
奈
川
）

編
集
後
記

トピックス

受験資格 どなたでも希望の級を受験することができます

試　験
実施日

上期試験：９月上旬　１級、２級を実施
下期試験：３月上旬　１級、２級、３級、４級
　　　　　を実施

申込期間
上期試験：５月中旬～６月中旬
下期試験：11月中旬～12月中旬

試験地 全国主要都市

建設業経理検定試験
　建設業における簿記会計知識の普及と会計

処理能力の向上を図ることを目的として、一

般財団法人建設業振興基金（以下、本財団）

が行う試験です。

　１級の合格者は、経営事項審査の１項目で

ある建設業経理の状況点数（W５）における

「監査の受信状況点数」のなかで、経理処理

の適正を確認できる者として評価されていま

す。また、１～２級の合格者は、同審査項目

における「公認会計士等点数」においてそれ

ぞれ評価される資格となっています。

■試験の詳細情報
検定試験ＨＰ

受験資格
４級：どなたでも受講いただけます
３級：４級建設業経理事務士の方

試　験
実施日

４級：連続する２日間
３級：連続する３日間
※開催地域により日程が異なりますのでＨＰより
　ご確認ください

申込期間 開催日程に応じて随時募集しています

試験地 全国主要都市

建設業経理事務士特別研修
　３級・４級建設業経理事務士の資格は、年
に１回の検定試験のほかに、本財団独自のコ

ンテンツとして「特別研修」（以下、本研修）

でも取得することができます。

　本研修は、講義と検定試験をセットにした

受験形態で随時実施しており、本研修最終日

に実施される試験の合格をもって、３級・４

級建設業経理事務士の資格を付与していま

す。講義を受講後に検定試験を受験できるた

め、短期間で効率的に知識と資格の両方を取

得することができます。

■研修の詳細情報
検定試験ＨＰ

建 設 業 経 理 検 定 試 験
建設業経理事務士特別研修ご案内 　一般財団法人建設業振興基金では国土交通省の「下請債権保

全支援事業」を通じて中小・中堅建設企業の資金繰り改善を支
援しています。本事業は下請建設企業が直接契約を結んでいる
取引先に対して有する工事請負代金や資材代金の債権をファク
タリング会社が保証するものです。
　債権は手形や請求書１枚からニーズに合わせて、保証を掛け
ることが可能です。また、保証履行が発生しない場合は、取引
先に保証を掛けたと知られる心配はありません。万一、取引先
が倒産した場合は、ファクタリング会社が保証した債権相当分
の金額をお支払いしますので、代金回収の不安も解消されます。
また、確定債権の「買取」も行っていますので、早期資金化の
ご要望にもお応えできます。
　なお、債権の保証料については、国（建設業振興基金）から
助成（保証料率の33％、年率1.5％上限）があります。助成申請は
ファクタリング会社が行
うため、ご利用に当たっ
て手間は増えません。
保証料率はファクタリ
ング会社によって異なり
ますので、別表（お申
し込み先）掲載のファ
クタリング会社に直接
お問い合わせください。
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※債権の買取事業を行っているファクタリング会社 

 

 

一般財団法人建設業振興基金 金融支援課 

03-5473-4575 

 

 

北保証サービス株式会社　※ 011-241-8654
株式会社建設経営サービス　※ 03-3545-8562
株式会社建設総合サービス　※ 06-6543-2848
三菱UFJファクター株式会社 03-3251-8092
三井住友カード株式会社 050-3831-8666
みずほファクター株式会社　※ 03-3286-2260
出光クレジット株式会社　    03-6890-0207

お申込先(ファクタリング会社)
お申込先(ファクタリング会社)

北保証サービス株式会社※ 011-241-8654 株式会社建設経営サービス※ 03-3545-8562
株式会社建設総合サービス※ 06-6543-2848 みずほファクター株式会社※ 03-3286-2260
三井住友カード株式会社 050-3831-8666 三菱UFJファクター株式会社 03-3251-8092
出光クレジット株式会社 03-6890-0207 ※債権の買取事業を行っているファクタリング会社

一般財団法人建設業振興基金 金融支援課
TEL.03-5473-4575

取引先の取引先の代金回収・倒産リスク代金回収・倒産リスクを解消を解消

下請債権保全支援事業国土交通省の


